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プログラム 

 

 モーツァルト / ピアノ ・ ソナタ第8番 イ短調 K310 

 

 シューマン / 子どもの情景より (1–7番) 

 

Yamaちゃんのおしゃべりと ・ ・ ・ 

 

♪ ♪ ♪ ♪ ♪ ♪ ♪ ♪ ♪ ♪ ♪ ♪  休憩 ♪ ♪ ♪ ♪ ♪ ♪ ♪ ♪ ♪ ♪ ♪ ♪ 

 

Yamaちゃんと ・ ・ ・ 

 

 菅野由弘 / 水の粒子 ピアノと明珍火箸のための 

 

 ショパン / 幻想即興曲 

 

 ショパン / 英雄ポロネーズ 

 

 

♪ ♪ ♪ ♪ ♪ ♪ ♪ ♪ ♪ ♪ ♪ ♪ ♪ ♪ ♪ ♪ ♪ ♪ ♪ ♪ ♪ ♪ ♪ ♪ 

 

ご案内役 

Yamaちゃん 

（九州交響楽団ヴィオラ奏者 山下典道） 

曲目や演奏順は変更になることがあります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

繊細なタッチからダイナミックな大音量まで楽器の能力を最大限に引
き出す、日本を代表するピアニスト。東京音楽大学付属高校を経て、
ジュリアード音楽院に学ぶ。1983年日本国際音楽コンクール第２位入
賞、1987年リーズ国際コンクール第３位入賞。これを機にロンドンと東
京を拠点として活動を始める。ＮＨＫ交響楽団、読売日本交響楽団、
東京都交響楽団、東京交響楽団、日本フィルハーモニー交響楽団、
東京フィルハーモニー交響楽団、大阪フィルハーモニー交響楽団、大
阪センチュリー交響楽団、九州交響楽団、札幌交響楽団、仙台フィル
ハーモニー管弦楽団など日本の主要オーケストラはもとより、フィルハ
ーモニア管弦楽団、エーテボリ交響楽団、サンディエゴ交響楽団、ラ
ハティ交響楽団、ミネソタ交響楽団、オーデンセ交響楽団、サイモン・
ラトル、レナード・スラトキン、オスモ・ヴァンスカなど世界の主要オー
ケストラ、指揮者との共演も数多い。オーストラリア室内音楽祭、ラト
ヴィア音楽祭、フランス・リル音楽祭、オールドバラ音楽祭などに参
加。カナダ・ホーネンス国際コンクール、ミュンヘン国際コンクール、ス
コットランド国際コンクール、ポーランド・パデレフスキー国際コンクー
ル他の審査員をつとめる。０９年 BBCワールドテレビ「武満徹」案内役
として出演。一方、日本人として非常に珍しいケニア、ドバイ、サウジ
アラビアの演奏旅行を実現。小学校訪問・病院訪問演奏会など、アウ
トリーチ活動にも積極的である。 
 1996年武満徹ピアノ作品集の録音以来、北欧最大のレーベル BIS
ＢＩＳと専属契約を結び、話題を呼ぶ 23枚のＣＤをリリース。現在進行
中のドビュッシー・ピアノ作品集はレコード芸術誌、英グラモフォン誌な
ど日本をはじめ世界の各誌で特選盤となり、BBC ラジオ「今週の一
枚」にも選出される。 
 2003年英国の実力派ピアニストのキャサリン・ストットと小川典子の
ために書かれた２台ピアノ協奏曲Ｇ・フィトキン「サーキット」を英国に
て世界初演。2007年、ミューザ川崎にて大友直人指揮・東京交響楽
団との共演によりＣＤ録音、2010年リリースされ、現在、世界各誌で絶
賛されている。 
 デビュー20周年を迎えた 2008年にはサントリーホールで記念リサイ
タルを行い「光の角度によって異なる色合いを放つオパール石のよう
な輝き」（読売新聞）、2010年ミューザ川崎のリサイタルでは『絶妙な
色彩で移ろう和声、真摯な作品への対峙は生命力に漲った躍動を湧
き起こらせ、聴く者の心を根底から揺さぶらせた。』（音楽の友）と評さ
れる。 
 邦人新作委嘱に意欲を見せ、2007年ミューザ川崎にて菅野由弘「ア
ースストリーム」をＥ・グレニー（打楽器）とともに世界初演。2009年２
月ロンドンにてＭ・ブラビンス指揮フィルハーモニア管弦楽団との共演
により藤倉大「アンペール」世界初演。ミューザ川崎「ベートーヴェン＋
（プラス）」シリーズにおいて菅野由弘「光の粒子」０９年、「水の粒子」
１０年を世界初演。英国、ノルウェー、ニュージーランド、フランスで各
国初演。  
 今シーズンは、英国、日本をはじめ、南アフリカ、フランス、コロンビ
ア、アメリカへの演奏旅行、各国でマスタークラスなど国際的で多彩な
活動を展開している。情熱を注ぐ「ジェイミーのコンサート」は各紙・Ｎ
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ーモニア管弦楽団、エーテボリ交響楽団、サンディエゴ交響楽団、ラハティ交響楽団、ミネソタ交
響楽団、オーデンセ交響楽団、サイモン・ラトル、レナード・スラトキン、オスモ・ヴァンスカなど世
界の主要オーケストラ、指揮者との共演も数多い。オーストラリア室内音楽祭、ラトヴィア音楽
祭、フランス・リル音楽祭、オールドバラ音楽祭などに参加。カナダ・ホーネンス国際コンクール、
ミュンヘン国際コンクール、スコットランド国際コンクール、ポーランド・パデレフスキー国際コンク
ール他の審査員をつとめる。０９年 BBCワールドテレビ「武満徹」案内役として出演。一方、日本
人として非常に珍しいケニア、ドバイ、サウジアラビアの演奏旅行を実現。小学校訪問・病院訪問
演奏会など、アウトリーチ活動にも積極的である。 
 1996年武満徹ピアノ作品集の録音以来、北欧最大のレーベル BISＢＩＳと専属契約を結び、話
題を呼ぶ 23枚のＣＤをリリース。現在進行中のドビュッシー・ピアノ作品集はレコード芸術誌、英
グラモフォン誌など日本をはじめ世界の各誌で特選盤となり、BBC ラジオ「今週の一枚」にも選出
される。 
 2003年英国の実力派ピアニストのキャサリン・ストットと小川典子のために書かれた２台ピアノ
協奏曲Ｇ・フィトキン「サーキット」を英国にて世界初演。2007年、ミューザ川崎にて大友直人指
揮・東京交響楽団との共演によりＣＤ録音、2010年リリースされ、現在、世界各誌で絶賛されてい
る。 
 デビュー20周年を迎えた 2008年にはサントリーホールで記念リサイタルを行い「光の角度によ
って異なる色合いを放つオパール石のような輝き」（読売新聞）、2010年ミューザ川崎のリサイタ
ルでは『絶妙な色彩で移ろう和声、真摯な作品への対峙は生命力に漲った躍動を湧き起こらせ、
聴く者の心を根底から揺さぶらせた。』（音楽の友）と評される。 
 邦人新作委嘱に意欲を見せ、2007年ミューザ川崎にて菅野由弘「アースストリーム」をＥ・グレ
ニー（打楽器）とともに世界初演。2009年２月ロンドンにてＭ・ブラビンス指揮フィルハーモニア管
弦楽団との共演により藤倉大「アンペール」世界初演。ミューザ川崎「ベートーヴェン＋（プラス）」
シリーズにおいて菅野由弘「光の粒子」０９年、「水の粒子」１０年を世界初演。英国、ノルウェー、
ニュージーランド、フランスで各国初演。  
 今シーズンは、英国、日本をはじめ、南アフリカ、フランス、コロンビア、アメリカへの演奏旅行、
各国でマスタークラスなど国際的で多彩な活動を展開している。情熱を注ぐ「ジェイミーのコンサ
ート」は各紙・ＮＨＫテレビで大きく紹介されている。エッセイ集「夢はピアノとともに」（時事通信出
版局）好評発売中。 ピアノの本「ブルドッグがピアノを弾くとき」好評連載中。 
 東京音楽大学客員教授、英ギルドホール音楽院教授。ミューザ川崎シンフォニーホール・アド
ヴァイザー、「ジェイミーのコンサート」主宰。1999年文化庁芸術選奨文部大臣新人賞受賞。2006
年川崎市文化賞受賞。 
公式ホームページ： www.norikoogawa.com 
 

 

 

■プロフィール 

ピアニスト 小川典子 

http://www.norikoogawa.com/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

848-0027 2742-1 

TEL 0955-23-5101  FAX 0955-23-3315 

URL:http://www.maeda-imari.or.jp 

 

 

◇著書 
「夢はピアノとともに」 
 
デビュー20 周年を記念して、初の著書「夢はピアノと

ともに」が 2008 年に出版されました。 

 空飛ぶピアニストの風景 

 ロンドンの書斎で心を研ぎ澄まして紡いだ音と言葉 

・・・夢が駆ける響きの森のエッセイ! 

 

定価 1995 円 (消費税込) 時事通信出版局 

 


